
 

 

 

 

 

 

 

■講師 

 

 

 

■プログラム概要 

  学生の自発的な学びを促すためにアクティブ・ラーニングを導入した大学の授業が注目されて

います。インターンシップ等の学外での学びの機会も増えてきました。あるいは、スタッフ・ポートフ

ォリオなどで自らの業務を振り返りながら、今後の改善に繋げていく試みも見られるようになって

きています。これらに共通しているのは、いずれも経験から得られた気づきをもとに次のアクション

を起こす、という考え方です。 

  この研修では、グループワークとミニ講義を通じて、個々の経験から次につながる気づきをえ

るための質の高い振り返りとはどのようなものかを考えます。 

 

１．アイスブレイク 

２．グループワーク「学生や同僚の変化・成長」 

３．ミニ講義「経験／プロセスから学ぶ力」 

４．グループワーク「授業・業務に振り返りを活かす方法」 

 

■主な受講対象 

授業にアクティブ・ラーニングの要素を導入している／しようと思っている教員 

振り返りを職場の業務に活かしている／活かしてみたいと思っている職員 

インターンシップなど課外の取組を学生の成長に活かしたいと思っている教職員 

 

■本プログラムの到達目標 

１．質の高い振り返りを促す３つの要素を説明できる 

２．学生や同僚の変化・成長のキーワードを説明できる 

３．自分の授業や職場で振り返りを取り入れるアイデアを一つ説明できる 

 

■日時・会場・受講定員 

日  時 ： 平成２６年８月２７日（水）１０：００～１５：００ 

会  場 ： 高知大学 朝倉キャンパス 共通教育１号館 １２５番教室 

定  員 ： ６０名 
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